










て、3.11 後に大規模なデモが増加したことは間違いない。図 1-1 が示
すように、2012 年 7 月には反・脱原発運動が、2015 年 9 月には安保
法制に反対する運動が抗議のピークを迎えた。本稿執筆中の 2018 年











                                                             
1 本稿に関する問い合わせは以下までお願いします（樋口直人、徳島大
学 総 合 科 学 部 、 〒 770-8502 徳 島 市 南 常 三 島 町 1-1 、
higuchinaoto@yahoo.co.jp）。 







でおり（菱山 2017; 笠井・野間 2016; 野間 2012; 奥田 2017; 奥田・











                                                             






































ス リ ー マイ ル 島原 発 事故 後 の 運動 に つい て suddenly imposed 






















運動の担い手として日本では女性が注目されてきた（長谷川  1991; 



















きた（e.g. Brown 2018; Cassegård 2013; Ogawa 2013; O’Day, Slater and 
Uno 2018）。これは日本だけでなく、米国（Milkman 2017）やスペイ







要因とプル要因の双方が提示されてきた（Accornero and Pinto 2015; 
                                                             
5 ギリシャの反緊縮運動の研究では、こうした見方を支持する結果が出
ている（Rüdig and Karyotis 2013a, 2013b）。 
－5－
















































































県、神奈川県）に居住する 20 歳から 79 歳までの男女（年齢は調査時
点）を対象とした。対象地域を一都三県としたのは、本調査が対象と
                                                             











調査は 2017 年 12 月 1～15 日にかけて実施され、回収数は 80,172
となった8。そこから、回答傾向が実際にはまずありえないとみとめ






る 20 歳から 79 歳までの男女（年齢は調査時点）を対象とした。  




















名）を抽出した。調査は 2017 年 11 月 30 日～12 月 26 日にかけて実
施された。回収数は 11,522、調査会社によるデータチェックをへて


























































% N % N % % N
 男 1.8 40,887 2.2 5,791 1.8 2.2 5,791
 女 1.1 36,197 1.4 5,563 0.9 1.3 5,561















60 代以上の回答者のみに限定した 50 代時の職業（表 4-6）、労働時
間などを自分の裁量で決めることができるか（表 4-7）をクロス集計
表で確認した。 
% N % N % % N
20代 1.4 6,205 1.1 1,767 1.5 1.2 1,767
30代 1.4 16,451 1.4 1,925 1.3 1.0 1,925
40代 1.2 23,068 1.3 2,038 0.9 1.1 2,037
50代 1.2 16,405 1.1 1,844 1.2 1.2 1,844
60代 2.2 12,520 2.7 2,113 2.1 2.8 2,114
70代 3.7 2,435 3.3 1,664 3.9 3.4 1,662
Cramer'V 0.043 0.063 0.051 0.072
反原発デモ参加率 反安保デモ 参加率
ウェブ 郵送 ウェブ 郵送
表4-2　年代と運動参加
ウェブ
% N % N % % N
 中高卒 1.2 21,578 1.4 4,697 1.0 1.5 4,698
 大卒 1.6 55,506 2.1 6,653 1.5 2.0 6,651















職業分類については、SSM 調査の新総合 8 分類（原・盛山 1999）
を参考にして 10 分類とした。専門職、大企業ブルーカラー、農業の
% N % N % % N
正規雇用 1.6 34,076 1.8 3,753 1.4 1.6 3,752
非正規雇用 1.1 15,146 1.4 2,758 0.9 1.4 2,758
自営業・自由業 2.6 5,618 2.5 1,109 2.3 2.3 1,110
経営者・役員 2.3 1,772 0.8 258 2.0 0.8 258
学生 1.2 904 0.3 380 1.4 0.5 380
専業主婦・主夫 0.9 11,610 1.4 1,765 0.7 1.6 1,764
無職 1.9 7,958 3.4 1,215 2.1 3.4 1,214
Cramer'V 0.037 0.053 0.042 0.050





% N % N % %
専門 2.1 13,883 2.9 1,711 1.9 2.6
大ホワイト 1.3 9,874 1.2 913 1.1 1.4
中小ホワイト 1.3 13,041 1.2 1,237 1.2 1.1
自営ホワイト 1.9 4,004 1.4 863 1.9 1.3
大ブルー 2.5 1,191 3.2 248 2.1 3.6
中小ブルー 1.2 3,073 1.7 699 0.9 1.6
自営ブルー 2.4 451 2.4 165 2.9 1.8
販売サービス 1.2 10,084 1.1 1,820 1.1 1.0
保安 1.9 796 2.0 102 1.4 2.0
























% N % N % % N
 専門・技術職 4.2 2,900 5.9 524 4.3 6.5 526
 管理職 2.0 5,612 2.8 756 2.1 2.8 755
 事務職 2.8 2,064 4.0 530 2.3 3.4 530
 販売職 1.6 875 2.1 468 1.8 2.6 468
 サービス職 1.5 660 1.9 426 1.8 1.9 426
生産工程・労務職 2.6 802 3.5 397 2.0 3.8 395
保安職 0.9 232 0.0 60 0.9 0.0 60
農林漁業従事者 3.7 27 0.0 21 3.7 0.0 21







% N % N % % N
決められる 1.9 16,171 2.1 2,115 1.8 1.7 2,116
ある程度は決められる 1.5 18,485 1.6 2,931 1.4 1.6 2,932
あまり決められない 1.9 6,796 1.0 1,090 1.6 1.0 1,088
決められない 1.2 15,160 2.0 1,726 1.0 1.9 1,726
Cramer'V 0.025 n.s. 0.027 n.s.
















% N Cramer's V % N Cramer's V % Cramer's V % N Cramer's V
加入（積極） 3.4 5929 2.8 1782 3.1 2.8 1781
加入 1.4 35823 1.8 6182 1.3 1.7 6182
非加入 1.3 35332 1.2 3300 1.2 1.2 3299
加入（積極） 11.1 1806 13.2 364 10.4 12.6 365
加入 1.9 14424 2.1 2559 1.6 2.1 2559
非加入 1.1 60854 1.2 8250 1.1 1.2 8247
加入（積極） 9.9 684 5.3 247 9.5 3.6 247
加入 3.8 2992 2.3 783 3.6 2.2 783
非加入 1.3 73408 1.7 10183 1.2 1.7 10181
加入（積極） 15.1 489 9.1 154 14.3 9.2 153
加入 7.3 1777 4.2 619 7.1 4.2 617
非加入 1.3 74818 1.5 10432 1.2 1.5 10433
加入（積極） 3.8 3643 3.8 944 3.2 3.5 944
加入 2.2 11808 2.5 2432 2.1 2.3 2431
非加入 1.2 61633 1.3 7864 1.1 1.4 7863
加入（積極） 2.8 2513 1.6 764 2.3 1.4 763
加入 1.6 10049 2.0 1727 1.6 1.9 1727
非加入 1.5 64522 1.8 8721 1.3 1.8 8720
加入（積極） 3.4 7183 2.9 1778 3.0 2.8 1777
加入 2.8 7460 2.9 1463 2.4 2.6 1463
非加入 1.1 62441 1.4 8016 1.1 1.4 8016
加入（積極） 4.6 1111 3.0 335 4.6 1.8 335
加入 3.5 2034 3.3 457 2.9 2.2 457
非加入 1.4 73939 1.7 10442 1.3 1.8 10440
加入（積極） 20.2 347 9.7 72 18.2 9.7 72
加入 13.5 832 15.8 183 11.7 0.134 15.3 183
非加入 1.3 75905 1.5 10962 1.2 1.5 10960
加入（積極） 7.1 1529 5.9 508 6.8 5.9 509
加入 6.7 2182 6.4 622 6.3 5.8 621
非加入 1.2 73373 1.3 10118 1.1 1.3 10116
加入（積極） 13.5 430 7.5 159 14.0 8.2 159
加入 10.6 904 6.7 299 9.5 5.1 297
非加入 1.3 75750 1.6 10758 1.2 1.6 10757
加入（積極） 31.1 193 65.4 26 29.0 59.3 27
加入 21.6 496 33.3 72 17.7 31.9 72

















































































































% % % N % N
孤立層 1.3 1.2 31,429 1.7 3,004 1.8 3,002
非孤立層 1.7 1.5 45,655 1.8 8,318 1.8 8,318







% % % 合計 % 合計
100万円未満 1.3 1.4 1,652 1.8 167 2.4 167
600万円未満 1.8 1.6 30,611 1.9 5,286 2.0 5,284
900万円未満 1.6 1.3 17,283 1.7 2,661 1.7 2,661
900万円以上 1.4 1.4 17,197 1.8 2,118 1.5 2,118
わからない 0.8 0.8 10,341 1.3 854 1.1 853

























                                                             
13 階層帰属意識は、「仮に現在の日本の社会全体を、以下のように 5 つ
の層に分けるとすれば、あなたご自身は、この中のどれに入ると思いま
すか」という質問への回答で測定している。回答は「上」、「中の上」、
「中の下」、「下の上」、「下の下」の 5 つの選択肢からなる。 
反原発 反安保
% % % 合計 % 合計
上 2.2 2.2 1,484 3.4 117 3.4 117
中の上 1.4 1.3 24,639 1.6 3,348 1.3 3,347
中の下 1.5 1.3 30,954 1.8 5,206 1.9 5,206
下の上 1.6 1.5 14,743 1.5 2,082 1.8 2,081
下の下 1.8 1.7 5,264 3.2 586 2.6 586























                                                             
14 紙幅の都合で割愛したが、郵送調査でも同様の傾向は確認されている。 
小池百合子 35.6 自民党 24.1
増田寛也 8.0 立憲民主党 15.8
鳥越俊太郎 7.2 希望の党 8.0
上杉隆 1.4 公明党 3.4
桜井誠 1.1 共産党 5.1
マック赤坂 0.7 日本維新の会 2.7
その他 2.4 社民党 0.5
白票を投じた 2.6 日本のこころ 0.2
投票に行かなかった 19.5 その他の政党 0.4



















自民 立憲 希望 公明 共産 維新 その他の政党 白票 棄権 DKNA 度数
不参加 24.3 15.6 8.0 3.4 4.8 2.7 1.0 1.8 23.3 15.0 75,919
参加 13.7 31.5 6.1 2.3 23.1 2.1 4.1 2.1 7.2 7.7 1,165
Cramer's V 0.128
不参加 24.3 15.6 8.1 3.4 4.8 2.7 1.0 1.9 23.3 15.0 76,019





小池 増田 鳥越 上杉 桜井 その他 白票 棄権 DKNA 度数
不参加 38.2 8.6 7.1 1.4 1.2 3.2 2.7 21.0 16.6 27,975
参加 27.3 4.2 37.0 4.2 1.0 5.7 3.4 7.5 9.7 495
Cramer's V 0.155
不参加 38.2 8.6 7.1 1.4 1.2 3.2 2.7 21.0 16.6 28,039


































ウェブ調査 自民 立憲 希望 民進 公明 維新 共産 その他 無党派 度数
反原発デモ 不参加 23.5 6.7 1.7 0.9 2.2 1.4 2.7 1.1 59.6 75,919
参加 13.8 22.2 2.6 1.9 1.3 1.4 17.0 7.0 32.8 1,165
Cramer's V 0.150
反安保デモ 不参加 23.5 6.7 1.7 0.9 2.2 1.4 2.7 1.1 59.6 76,019
参加 12.6 24.5 2.8 1.9 1.1 1.2 19.3 7.5 29.0 1,065
Cramer's V 0.164
郵送調査 自民 立憲 希望 民進 公明 維新 共産 その他 無党派 度数
反原発デモ 不参加 30.0 7.4 2.0 2.0 5.1 1.2 3.5 1.3 47.4 11,122
参加 11.4 23.8 1.0 4.0 3.0 0.0 23.8 4.0 29.2 202
Cramer's V 0.172
反安保デモ 不参加 30.1 7.5 2.0 2.0 5.1 1.2 3.5 1.3 47.4 11,124




 低 中 高 低 中 高
20代 34.1 40.1 25.8 20代 45.3 40.0 14.8 6,205
30代 37.9 36.1 26.0 30代 43.1 36.9 20.0 16,451
40代 42.0 32.5 25.4 40代 38.2 37.0 24.7 23,068
50代 44.4 27.8 27.8 50代 35.1 32.8 32.1 16,405
60代 47.0 22.0 31.0 60代 29.6 25.9 44.5 12,520
70代 46.8 18.5 34.7 70代 26.8 22.7 50.6 2,435
Cramer's  V = 0.128 Cramer's  V = 0.153
20代 46.6 41.1 12.3 20代 48.8 35.6 15.6 6,205
30代 49.4 36.9 13.7 30代 42.0 35.7 22.3 16,451
40代 47.0 35.3 17.7 40代 37.6 35.5 26.8 23,068
50代 45.6 31.3 23.1 50代 38.0 33.0 29.0 16,405
60代 41.3 26.2 32.5 60代 36.3 30.7 32.9 12,520
70代 38.0 23.6 38.4 70代 36.9 29.9 33.2 2,435
Cramer's V = 0.129 Cramer's V = 0.080
20代 59.4 35.3 5.4 20代 47.5 42.0 10.4 6,205
30代 65.3 28.7 6.0 30代 46.0 41.4 12.6 16,451
40代 64.1 27.1 8.8 40代 43.6 41.2 15.2 23,068
50代 65.9 23.1 11.0 50代 43.2 37.4 19.4 16,405
60代 63.6 19.8 16.6 60代 40.7 31.7 27.6 12,520
70代 60.6 18.0 21.4 70代 38.2 27.4 34.4 2,435
Cramer's V = 0.111 Cramer's V = 0.115
20代 37.9 36.4 25.7 20代 60.1 31.8 8.1 6,205
30代 42.4 32.3 25.4 30代 67.0 26.6 6.4 16,451
40代 48.2 29.0 22.9 40代 69.4 25.0 5.6 23,068
50代 53.6 23.9 22.5 50代 73.9 20.8 5.3 16,405
60代 59.7 17.2 23.1 60代 76.6 17.8 5.6 12,520
70代 60.0 14.6 25.3 70代 73.6 19.4 7.0 2,435
Cramer's V = 0.109 Cramer's V = 0.072
20代 47.2 36.0 16.8 20代 52.8 33.7 13.4 6,205
30代 49.8 31.8 18.4 30代 61.3 28.5 10.2 16,451
40代 54.2 30.0 15.9 40代 66.6 25.8 7.6 23,068
50代 57.0 26.4 16.6 50代 70.9 21.6 7.5 16,405
60代 62.2 21.4 16.3 60代 76.5 17.1 6.3 12,520
70代 60.4 22.1 17.6 70代 76.1 17.4 6.5 2,435
Cramer's V = 0.103 Cramer's V = 0.102
20代 26.0 42.6 31.4 6,205
30代 25.6 43.8 30.6 16,451
40代 26.4 43.4 30.2 23,068
50代 26.3 39.8 34.0 16,405
60代 25.9 37.0 37.1 12,520
70代 25.5 32.8 41.7 2,435





















ころ、固有値 1 以上の 3 因子が抽出された。 
 
革新志向 保守志向 親中・親韓志向 独自性
自民党 -0.148 0.829 -0.014 0.244
立憲民主党 0.666 0.042 0.069 0.526
共産党 0.591 -0.022 0.134 0.568
安倍晋三 -0.176 0.882 -0.002 0.132
小池百合子 0.262 0.401 0.072 0.789
反原発運動 0.730 -0.019 -0.054 0.489
反中国・反韓国運動 0.283 0.406 -0.508 0.662
反安保運動 0.819 -0.009 -0.085 0.373
中国 0.102 0.142 0.744 0.357
韓国 0.077 0.084 0.869 0.178
アメリカ 0.091 0.456 0.063 0.790
因子間相関：保守志向 -0.192
　　　　　　親中・親韓志向 0.380 0.028
固有値 2.86 2.00 1.03




















































 表 7-2 でもっとも特筆すべきは、保守（右）／中道／リベラル（左）
のうちリベラル（左）だけがデモへの参加比率を高めている点だろう
15。すなわち、保守と中道のデモ参加比率がほぼ同じであるのに対し
                                                             
15 「どちらともいえない」と答えた者が即中道というわけではないが、
適当な代替案がないので中道という用語をあてておく。  
不参加 参加 不参加 参加 不参加 参加 不参加 参加
靖国神社公式参拝 2.6 3.7 6.6 1.5 0.117 2.6 3.8 6.5 1.5 0.133
憲法九条の改正 2.9 4.0 6.2 1.1 0.109 2.9 4.1 6.2 1.0 0.120
集団的自衛権を認める安保法制（平和安全法制） 2.8 3.9 6.7 1.4 0.124 2.8 4.0 6.7 1.0 0.137
今ある原発の再稼働 3.2 4.2 4.7 1.4 0.112 3.2 4.2 4.7 1.4 0.100
すべての原発の即時廃炉 3.0 2.1 5.7 1.3 0.127 3.0 2.2 5.7 1.4 0.114
「慰安婦」問題での日韓合意 2.5 2.7 9.6 5.4 0.027 2.5 2.7 9.6 4.8 0.029

























るため、2 つに分けてみていくこととしよう。まず、表 7-3 では政治
に対する意識項目を用意し、因子分析にかけた結果、固有値 1 以上












N % N % N % N %
 そう思う 59 0.9 50 0.8 6,264 247 9.5 258 9.9 2,608
 ややそう思う 164 0.9 150 0.8 17,666 322 3.7 323 3.7 8,728
 どちらともいえない 409 1.0 337 0.8 41,481 450 0.9 353 0.7 47,600
 あまりそう思わない 228 2.9 233 3.0 7,800 93 1.0 85 0.9 9,139
 そう思わない 305 7.9 295 7.6 3,873 53 0.6 46 0.5 9,009
合計 1,165 1.5 1,065 1.4 77,084 1,165 1.5 1,065 1.4 77,084





















で、6 つの因子が抽出された。第 1 はナショナリズムで、なかでも国
旗・国歌に関する項目の負荷量が高い。第 2 は、我々が文化的自由主
義と呼ぶもので、夫婦別姓、同性愛などライフ・ポリティクスに相当






























 ここまでは、当初想定したとおりの因子が析出されたが、第 6 因
子については必ずしもうまくいっていない。環境主義に関して、3 つ


























0.048 0.001 0.635 0.076 -0.016 -0.008
0.022 -0.072 0.577 -0.091 0.022 -0.012
-0.048 0.064 0.681 0.025 0.004 0.019
0.581 0.016 0.005 0.010 -0.008 -0.071
0.905 -0.017 -0.067 -0.002 0.010 0.014
0.564 -0.025 0.113 -0.069 -0.012 0.039
-0.041 0.681 0.014 -0.125 0.002 0.026
0.072 0.787 0.006 0.017 0.005 -0.016
-0.043 0.613 -0.013 0.076 -0.012 -0.019
-0.050 -0.024 -0.004 -0.093 0.722 0.018
0.049 0.021 0.014 0.084 0.673 -0.028
0.056 0.016 -0.003 0.807 0.003 0.089
0.099 0.067 -0.029 -0.540 0.013 0.113
0.154 0.045 0.000 0.072 0.017 0.136
-0.026 -0.009 -0.006 0.007 0.032 0.840
-0.002 0.018 -0.025 0.068 0.181 -0.265
2.371 1.355 1.052 0.881 0.828 0.596
14.8 8.5 6.6 5.5 5.2 3.7
ナショナリズム 1.000
文化的自由主義 -0.129 1.000
権威主義 0.348 -0.164 1.000
ゼノフォビア -0.265 0.228 -0.139 1.000
経済的自由主義 -0.196 0.158 -0.035 0.124 1.000



























































































































































あり、2 因子構造が妥当であると考えられた。そこで 2 因子を仮定し
て、重みなし最小二乗法・プロマックス回転による因子分析を行った。
10 項目のうち、「食べ物や飲み水･･･」と「人生観が変わった」は、
                                                             
19 本項では紙幅の都合から、インターネット調査のデータのみを用いた。 
20 以下の分析では、10 項目すべてについて、「あてはまる」が 4、「あ
てはまらない」が 1 となるように変数の逆転処理を行った。 
反原発 反安保
％ ％ ％ N ％ N
福島との関わりあり 2.8 2.4 22,635 2.9 4,366 2.8 4,366
福島との関わりなし 1.0 0.9 54,449 1.2 7,043 1.2 7,041




















政治が悪い方向に向かった 0.81 -0.02 0.64
経済が悪い方向に向かった 0.74 0.03 0.58
取り返しのつかない環境破壊が起こった 0.73 -0.11 0.47
日本の将来に不安を覚えるようになった 0.73 0.05 0.57
政治に対する不信感を強くした 0.71 0.07 0.56
経済的に苦しくなった -0.03 0.85 0.71
日常生活に支障が生じた 0.06 0.72 0.56






















1. 2. 3. 4. M SD
1.社会的影響認知 - .425** .494** .462** 2.64 0.74
2.個人的影響認知 - .393** .469** 1.90 0.69
3.人生観の変化 - .412** 2.32 0.89
4.食生活の変化 - 2.47 0.94
** p < .01
表8-4　東日本大震災による影響の下位尺度における相関関係
B Exp(B) B Exp(B)
社会的影響認知 0.867 2.379** 0.851 2.343**
個人的影響認知 0.294 1.341** 0.338 1.402**
人生観の変化 0.227 1.255** 0.139 1.150**
食生活の変化 0.081 1.084* -0.005 0.995
















































































関心を持った  少し関心を持った 関心を持たなかった  知らなかった
関心を持った 14.3 5.4 2.0 0.7
少し関心を持った 1.5 27.7 8.1 1.6
関心を持たなかった 0.5 2.9 30.6 1.8





不参加  1回  2～5回  6回以上 度数 不参加  1回  2～5回  6回以上 度数
関心を持った 95.5 2.1 1.7 0.7 17,188 94.8 2.4 1.9 0.9 12,575
少し関心を持った 99.3 0.4 0.2 0.1 29,950 99.2 0.5 0.3 0.1 27,695


























                                                             
21 「さようなら原発 1000 万人アクション」ホームページ（http://sayonara-
nukes.org/）。  
反原発 反安保 反原発 反安保
署名 8.5 5.3 16.0 9.2
寄付・カンパ 5.7 2.2 6.2 1.8
運動に関連するツイートやブログ 2.0 1.7 1.9 1.6
集会への参加 1.3 1.1 1.5 1.4
陳情・請願 0.9 0.8 1.3 1.1























SNS 利用（一般）、③SNS 利用（過去 1 年間の、政治や社会の問題
% N Cramer's V % N Cramer's V
参加 9.7 6,525 13.1 4,078
非参加 0.8 70,559 0.7 73,006
参加 11.1 4,396 21.4 1,716
非参加 0.9 72,688 0.9 75,368
参加 14.8 1,569 15.6 1,306
非参加 1.2 75,515 1.1 75,778
参加 59.2 1,016 61.3 883
非参加 0.7 76,068 0.7 76,201
参加 26.1 729 25.2 655





































































































 男 64.6 35.2 12.0 36.3 0.194 10.6 0.097 5.1 0.108 59.0 0.048 21.8 0.033 12.7 0.081 3.6 0.073
 女 66.4 44.3 6.5 21.4 6.9 8.4 54.8 24.3 18.0 2.4
 中学校 59.5 42.8 11.2 14.5 4.4 0.112 7.4 0.036 53.0 0.040 25.3 0.029 18.4 0.033 2.7 0.042
 高校 65.7 42.4 10.0 23.8 5.3 5.7 53.9 21.3 13.7 2.5
 短大・高専 67.1 44.7 8.5 23.8 7.2 7.7 55.7 24.2 15.6 2.5
 大学・大学院 65.0 36.1 9.3 34.3 11.3 6.8 59.2 23.4 15.7 3.6
正規 62.5 37.9 9.8 27.6 0.109 10.0 0.071 7.0 0.068 60.2 0.053 24.8 0.067 16.0 0.105 3.6 0.061
非正規 65.6 41.7 8.0 25.0 6.9 6.8 54.7 22.5 15.3 2.4
自営・自由 62.5 34.7 13.6 31.7 10.8 6.1 57.7 23.8 17.1 4.0
経営者・役員 68.6 33.1 14.0 44.6 16.4 6.0 61.9 21.4 13.5 5.2
 学生 58.6 44.1 4.0 13.6 9.7 13.9 58.8 35.3 46.9 4.4
専業主婦・主夫 70.9 46.2 6.5 27.1 6.4 7.4 52.8 21.6 14.0 2.0
仕事をしていない 72.0 36.0 11.2 44.5 8.1 3.6 52.2 16.8 8.8 2.4
 専門・技術職 60.8 35.7 9.3 0.079 24.8 0.140 9.3 0.096 6.0 0.046 60.2 0.044 25.8 0.040 17.2 0.056 3.9 0.050
 管理職 69.3 34.8 10.7 45.4 14.8 5.6 62.4 20.6 11.7 4.3
 事務職 62.8 39.0 7.5 24.9 8.8 8.0 58.3 24.3 16.9 3.1
 販売職 65.1 43.1 11.0 26.1 8.7 8.1 57.9 25.1 17.0 2.6
 サービス職 62.7 42.2 9.1 21.6 7.1 7.4 54.6 25.5 18.3 3.0
生産工程・労務職 61.6 41.1 16.5 23.2 6.2 5.3 53.7 21.1 12.1 2.5
保安職 67.8 39.2 12.4 33.9 7.7 6.3 58.0 22.4 11.8 3.3
農林漁業従事者 58.1 37.2 21.4 31.2 7.0 4.7 46.0 23.3 12.1 2.8
 上 63.5 34.5 11.9 42.6 18.7 0.096 8.2 0.034 61.1 0.036 27.2 0.023 18.2 0.033 6.3 0.035
 中の上 69.2 39.5 8.7 38.1 11.3 7.1 58.9 22.1 13.6 3.5
 中の下 65.7 40.1 9.2 27.4 7.6 6.3 56.1 22.5 14.8 2.7
 下の上 62.1 39.0 10.4 21.4 6.7 6.3 56.4 24.3 17.0 2.7
 下の下 56.2 37.9 10.6 17.8 7.6 7.4 54.3 25.7 18.8 3.2
 100万円未満 57.6 0.066 37.3 0.037 10.5 0.029 19.0 0.121 6.2 0.108 5.2 0.047 50.2 0.073 21.5 0.047 15.3 0.030 2.0 0.051
 100～300万円未満 61.8 37.9 10.8 23.6 6.2 5.7 53.1 22.4 16.1 2.5
 300～600万円未満 65.4 40.7 10.1 25.8 7.7 6.5 56.9 24.0 16.0 2.9
 600～900万円未満 67.1 40.8 9.5 28.5 8.8 7.1 59.8 24.8 15.5 3.2
 900～1,200万円未満 69.0 39.3 8.3 36.9 11.0 7.9 61.3 23.3 14.8 3.7
1,200～1,500万円未満 69.3 38.5 7.8 41.7 14.7 7.9 63.3 22.3 14.5 4.2
1,500万円以上 69.0 35.6 8.7 46.3 17.7 8.0 61.0 22.6 14.6 5.1














































 一般的な SNS 利用については、他人の投稿をほぼ毎日見ている者








20代 30代 40代 50代 60代 70代 Cramer's V
テレビ（報道・ニュース番組） 57.6 58.6 61.5 69.3 77.5 81.9 0.113
テレビ（バラエティ・情報番組） 44.4 41.3 39.5 39.3 36 32.8 0.037
ラジオ 4.7 7.5 8.9 9.9 13 16.8 0.081
新聞 9.3 13.5 23.5 36.1 54 68.6 0.260
本・雑誌 7.7 7.6 8.2 9.4 10.9 11.6 0.055
口コミ 11.8 9.3 6.6 5.2 3.3 3.2 0.090
インターネット（ニュース） 57.7 61.3 58.6 55.6 52 47.3 0.052
インターネット（ブログ、まとめサイト） 35.4 32 22.9 17.9 13.9 12.4 0.150
SNS 38.1 22.8 13.8 9.5 5.9 4.7 0.216
















































 男 17.5 37.9 44.6 0.131 2.4 21.8 75.7 0.070 2.3 15.2 82.5 0.040 3.2 22.7 74.0 0.059
 女 28.0 36.0 36.0 3.1 27.4 69.5 3.0 17.6 79.4 4.3 26.9 68.8
 中学校 24.6 33.8 41.6 0.036 3.7 24.0 72.2 0.030 3.8 17.2 79.0 0.020 5.2 24.5 70.3 0.030
 高校 20.5 34.9 44.6 2.3 22.0 75.7 2.4 15.0 82.7 3.4 22.1 74.4
 短大・高専 22.7 37.5 39.8 2.9 24.1 73.0 2.6 16.0 81.4 3.5 24.4 72.2
 大学・大学院 23.2 38.0 38.8 2.9 25.7 71.4 2.8 17.1 80.2 3.9 26.1 70.0
正規 22.8 39.4 37.8 0.109 2.9 26.1 71.0 0.083 2.7 17.7 79.6 0.096 3.6 26.5 69.9 0.101
非正規 23.1 36.5 40.4 2.6 24.3 73.1 2.7 16.3 81.0 3.9 24.2 71.9
自営・自由 24.7 39.5 35.8 3.6 29.5 66.9 3.5 21.4 75.1 5.9 30.0 64.1
経営者・役員 18.7 38.8 42.4 2.9 23.6 73.4 2.4 16.9 80.7 4.3 24.4 71.3
 学生 62.2 26.7 11.2 7.0 50.2 42.8 11.5 42.3 46.2 15.6 51.7 32.7
専業主婦・主夫 22.7 34.2 43.2 2.5 21.9 75.6 1.8 12.5 85.7 2.7 21.7 75.5
仕事をしていない 14.0 30.9 55.1 1.9 14.8 83.3 1.9 9.4 88.7 2.5 15.5 82.0
 専門・技術職 24.3 39.6 36.2 0.074 3.2 28.2 68.6 0.049 3.1 19.1 77.8 0.043 4.7 28.0 67.3 0.050
 管理職 16.7 40.0 43.2 2.2 22.2 75.6 2.0 14.7 83.3 2.7 23.3 74.0
 事務職 25.9 38.9 35.2 3.0 26.6 70.4 3.1 18.3 78.6 4.1 26.8 69.1
 販売職 24.8 37.6 37.7 3.2 27.0 69.8 3.0 18.4 78.6 3.9 27.7 68.4
 サービス職 25.1 37.3 37.6 3.3 27.8 69.0 2.7 19.8 77.5 4.3 28.2 67.5
生産工程・労務職 17.8 35.2 47.0 1.8 21.0 77.2 2.3 14.0 83.7 3.0 20.7 76.3
保安職 12.4 39.4 48.1 1.9 19.2 78.9 1.1 13.7 85.2 1.9 21.4 76.8
農林漁業従事者 13.5 32.1 54.4 2.8 25.1 72.1 1.4 19.1 79.5 3.3 21.4 75.3
 上 21.4 34.6 44.1 0.032 4.1 23.5 72.4 0.031 4.0 15.5 80.5 0.048 5.1 25.0 69.9 0.037
 中の上 20.7 37.7 41.5 2.4 23.9 73.7 2.1 14.7 83.2 3.1 23.9 73.0
 中の下 22.0 37.1 41.0 2.5 24.0 73.5 2.3 15.9 81.8 3.4 24.3 72.3
 下の上 25.3 36.6 38.1 3.1 26.5 70.4 3.3 19.3 77.4 4.5 26.7 68.8
 下の下 25.3 35.2 39.5 4.5 23.9 71.6 4.9 18.4 76.7 6.0 25.2 68.8
 100万円未満 21.7 33.1 45.3 0.046 3.4 23.1 73.5 0.035 3.6 18.4 78.0 0.032 5.1 23.6 71.2 0.037
 100～300万円未満 23.1 34.4 42.6 3.2 23.9 72.9 3.6 17.4 79.0 4.8 24.5 70.7
 300～600万円未満 23.5 36.6 39.9 3.0 25.3 71.7 2.9 17.4 79.8 4.0 25.5 70.5
 600～900万円未満 23.0 38.7 38.3 2.7 25.6 71.8 2.3 16.5 81.2 3.4 25.7 70.9
 900～1,200万円未満 22.5 39.6 37.9 2.7 25.2 72.0 2.3 15.8 81.9 3.2 25.9 70.8
1,200～1,500万円未満 22.0 39.0 39.0 2.8 25.1 72.1 2.2 15.8 82.0 3.2 25.7 71.1
1,500万円以上 22.2 38.1 39.7 3.1 24.5 72.4 2.8 15.3 81.9 4.0 24.3 71.7
わからない 18.8 34.3 46.9 1.8 20.1 78.0 2.2 13.7 84.2 3.1 20.2 76.7
表10-5　基本属性と一般的なSNS利用の関連 (%)



















20代 30代 40代 50代 60代 70代 Cramer's V
他人の投稿をみる 83.9 72.1 61.1 53.2 40.2 37.3 0.239
他人の投稿にコメントを書く 53.6 37 25.8 21.2 14.4 12.1 0.174
他人の投稿をシェアしたり拡散したりする 41.5 24.9 18.5 14.8 8.8 6.5 0.158


























SNSで自分の意見や考えを書き込み 1.9 13.7 84.4
SNSで自分の考えと合う考えを拡散 1.8 8.9 89.4
ニュース記事や動画サイトに書き込み 1.3 9.0 89.7
友人や知人に考えを伝えたり、議論したりした 1.4 9.6 89.0
表10-7　「政治や社会の問題」についてのSNS利用 (%)
％ N ％ N ％ N ％ N ％ N ％ N
SNSで自分の意見や考えを書き込み 28.9 1,795 20.1 3,314 14.7 3,386 12.6 2,073 9.7 1,214 9.9 242 0.106
SNSで自分の考えと合う考えを拡散 22.6 1,402 14.6 2,406 10.2 2,351 8.0 1,315 5.0 627 4.3 105 0.112
ニュース記事や動画サイトに書き込み 14.3 885 12.1 1,985 10.1 2,341 9.3 1,523 8.0 997 8.0 195 0.047





































































テレビ（報道・ニュース番組） 2.2 32.4 40.2 25.2 0.131 1.3 0.028 5.8 38.0 38.0 18.1 0.111 1.2 0.022
テレビ（バラエティ・情報番組） 2.7 33.8 40.6 22.9 0.036 1.0 0.036 6.9 38.9 37.9 16.3 0.034 0.9 0.034
ラジオ 1.9 27.9 37.1 33.1 0.087 3.2 0.045 4.1 32.3 36.8 26.8 0.100 2.8 0.040
新聞 1.2 29.1 38.5 31.2 0.154 2.2 0.035 3.3 34.4 38.0 24.3 0.168 2.2 0.044
本・雑誌 1.4 28.2 35.1 35.3 0.100 3.9 0.062 2.7 32.1 35.4 29.8 0.122 3.8 0.065
口コミ 2.9 31.2 37.0 28.9 0.043 3.4 0.041 6.0 35.2 35.8 23.0 0.050 2.9 0.034
ネット（ニュース） 2.1 34.3 38.2 25.4 0.097 1.4 0.015 5.8 39.4 36.1 18.7 0.086 1.2 0.019
ネット（ブログ、まとめサイト） 2.5 34.8 36.8 25.9 0.048 1.9 0.018 6.0 39.0 34.8 20.1 0.057 1.6 0.010
SNS 3.1 35.6 35.2 26.1 0.042 2.9 0.047 6.4 39.2 33.5 21.0 0.053 2.4 0.036



































他人の投稿をみる 24.1 23.2 20.6 24.0 0.036 2.1 0.041
他人の投稿にコメントを書く 2.7 2.7 2.2 3.6 0.025 7.0 0.091
他人の投稿をシェアしたり拡散したりする 2.1 2.6 2.1 3.6 0.032 7.2 0.103
自分から投稿する 3.4 4.0 2.9 4.6 0.028 5.0 0.076
他人の投稿をみる 25.7 22.8 20.3 24.8 0.038 1.7 0.034
他人の投稿にコメントを書く 2.0 2.5 2.4 4.2 0.031 6.6 0.085
他人の投稿をシェアしたり拡散したりする 2.1 2.4 2.1 4.3 0.042 6.6 0.092
























SNSで自分の意見や考えを書き込み 1.9 1.9 1.2 3.1 0.053 1.3 1.7 1.4 3.9 0.068
SNSで自分の考えと合う考えを拡散 1.3 1.6 1.2 2.9 0.048 1.0 1.4 1.3 3.6 0.063
ニュース記事や動画サイトに書き込み 1.0 1.2 0.9 2.2 0.049 0.6 1.1 1.0 2.7 0.065




不参加 1回 2～5回 6回以上 Cramer's V 不参加 1回 2～5回 6回以上 Cramer's V
よくした 88.3 5.4 4.3 2.0 0.103 89.3 5.0 3.9 1.8 0.096
したことがある 96.1 2.0 1.5 0.4 96.6 1.8 1.2 0.4
したことはない 99.1 0.5 0.3 0.1 99.2 0.4 0.3 0.1
よくした 88.5 5.0 4.4 2.1 0.106 89.2 4.7 4.1 2.0 0.099
したことがある 94.7 2.8 1.8 0.6 95.6 2.4 1.6 0.4

























次のような留保や明細化が必要になるだろう。第 1 に、4 節で示した




























                                                             
23 なお郵送調査では、震災以降「反・脱原発デモ」に参加したのは全体
で 1.8%である（3 節も参照）。参加した人々の中の割合は「1 回」（0.8%）、




不参加  1回  2～5回  6回以上 度数
反原発 98.5 0.8 0.5 0.2 77,084

















                                                             
24 郵送調査においても傾向は同じである。いずれかのデモに参加したの









不参加 1回 2回～5回 6回以上
不参加 11.9 4.8 0.8
1回 17.6 18.7 5.1 0.6
2回～5回 6.4 7.2 15 0.6
















































心の度合いが低く、参加経験も 1 回の人が多い。 
 
 
% N デモ参加 デモ手伝い
脱原発デモ 参加者層 65.7 756 〇 ―
補助者層 15.6 180 ― 〇
企画者層 18.7 215 〇 〇
合計 100.0 1,151
反安保デモ 参加者層 71.2 750 〇 ―
補助者層 12.7 134 ― 〇










N % % % % % %
参加者層 756 56.3 33.7 9.9 14.1 15.4 70.5
補助者層 180 56.7 29.4 13.9 23.9 38.6 37.5
企画者層 215 27.4 46.5 26.0 2.8 5.2 92.0
Cramer's V
参加者層 750 56.1 33.6 10.3 14.8 20.4 64.7
補助者層 134 56.7 28.4 14.9 30.2 47.3 22.5













































男性 746 63.5 16.6 19.8 0.061
女性 405 69.6 13.8 16.5
年齢 20代 84 60.7 25.0 14.3 0.120
30代 234 63.7 20.1 16.2
40代 273 62.3 21.2 16.5
50代 199 68.8 10.1 21.1
60代 272 68.4 10.3 21.3
70代 89 70.8 6.7 22.5
雇用形態 正規雇用 527 63.0 20.9 16.1 0.126
非正規雇用 168 67.3 16.1 16.7
自営業・自由業 147 63.3 12.2 24.5
経営者・役員 40 60.0 15.0 25.0
学生 11 81.8 18.2 0.0
職業主婦・主夫 107 71.0 8.4 20.6
無職 151 72.2 5.3 22.5
町内会 197 73.1 7.1 19.8 0.093
労働組合 198 64.1 12.6 23.2 0.049
同業組合 68 69.1 10.3 20.6 0.032
政治 74 58.1 10.8 31.1 0.091
消費者 137 62.8 11.7 25.5 0.101
PTA 69 69.6 14.5 15.9 0.033
趣味 244 63.5 9.0 27.5 0.105
宗教 51 54.9 15.7 29.4 0.044
環境 70 55.7 14.3 30.0 0.083
ボランティア 109 61.5 7.3 31.2 0.098
まちづくり 58 58.6 13.8 27.6 0.057
震災・原発 60 58.3 6.7 35.0 0.157
世帯年収 わからない 86 60.5 24.4 15.1 0.077
100万円未満 20 70.0 15.0 15.0
600万円未満 530 65.7 13.4 20.9
900万円未満 271 64.2 19.6 16.2
900万円以上 244 68.9 13.1 18.0
なし 431 71.2 9.5 19.3 0.150
1回 287 71.8 19.5 8.7
2~5回 227 55.1 21.1 23.8
6回以上 206 57.3 17.0 25.7










 参加者層 補助者層 企画者層
% % %
男性 714 70.2 12.7 17.1 0.042
女性 339 73.5 12.7 13.9
年齢 20代 90 67.8 18.9 13.3 0.117
30代 207 70.0 16.9 13.0
40代 209 65.6 19.1 15.3
50代 188 73.4 9.0 17.6
60代 265 74.7 7.5 17.7
70代 94 75.5 5.3 19.1
雇用形態 正規雇用 485 70.7 15.9 13.4 0.099
非正規雇用 137 66.4 14.6 19.0
自営業・自由業 131 69.5 9.2 21.4
経営者・役員 35 68.6 14.3 17.1
学生 13 76.9 15.4 7.7
職業主婦・主夫 84 71.4 10.7 17.9
無職 168 78.0 5.4 16.7
町内会 183 69.9 9.3 20.8 0.082
労働組合 184 66.3 12.0 21.7 0.053
同業組合 65 75.4 9.2 15.4 0.044
政治 70 64.3 4.3 31.4 0.099
消費者 117 66.7 10.3 23.1 0.080
PTA 57 75.4 8.8 15.8 0.021
趣味 216 67.6 7.9 24.5 0.106
宗教 51 70.6 9.8 19.6 0.037
環境 63 66.7 9.5 23.8 0.103
ボランティア 104 67.3 6.7 26.0 0.107
まちづくり 60 65.0 11.7 23.3 0.067
震災・原発 56 58.9 10.7 30.4 0.151
世帯年収 わからない 78 71.8 16.7 11.5 0.080
100万円未満 23 69.6 8.7 21.7
600万円未満 496 72.6 10.5 16.9
900万円未満 221 70.6 14.5 14.9
900万円以上 235 68.9 14.9 16.2
なし 370 77.6 6.2 16.2 0.168
1回 253 73.1 20.9 5.9
2~5回 217 65.9 15.2 18.9
6回以上 213 63.4 11.7 24.9





























































                                                             
28 なおこの二項目のピアソンの積率相関係数は 0.46 (p < .001)である。 
－57－















政治や社会についての考え方が変わった .86 -.01 .71
前よりもデモや集会を評価するようになった .73 -.01 .53
政党や政治家のイメージが変わった .76 .07 .64
原発についての考え方が変わった .86 -.05 .68
安保法制についての考え方が変わった .85 -.03 .70
新たな知り合いができた .11 .57 .42
それまでの知り合いとのあいだに距離が生じた -.17 .85 .57






1 2 3 4
1 デモ評価・政策観変化（因子Ⅰ） ―
2 友人関係変化（因子Ⅱ） .70 ―
3 前よりもデモの限界を感じるようになった .32 .32 ―




















反原発デモ 度数 756 180 215
0.03 -0.14 0.21 ***
(0.94) (0.84) (1.02) G3 > (G1,G2)
0.03 0.02 0.20 *
(0.90) (0.79) (0.90) G3 > G1
0.07 -0.15 0.02 *
(1.00) (0.89) (1.04) G1 > G2
0.01 -0.19 0.13 **
(1.00) (0.91) (1.07) (G1, G3) > G2
反安保デモ 度数 750 134 169
0.01 -0.10 0.12 n.s.
(0.95) (0.83) (1.04) n.s.
0.02 0.17 0.16 *
(0.91) (0.80) (0.92) n.s.
-0.01 -0.09 -0.11 n.s.
(0.98) (0.92) (1.01) n.s.
0.06 -0.11 0.15 n.s.




























































は関係なく、60 代以上の高齢層のほうが 50 代以下よりも参加率はつ
ねに高い（表 12-1）。したがって、別の説明が必要となる。 
                                                             
29 インターネット調査の場合、運動参加者のうち、両方に参加した者は
57.9%、脱原発のみ 24.6%、反安保のみ 17.5%である。 
20-50代 60-70代 20-50代 60-70代
正規 1.5 2.3 1.4 2.5
非正規 0.9 2.0 0.7 1.7
自営・自由 2.3 3.5 2.0 3.2
経営者・役員 1.9 2.8 1.6 2.7
専業主婦・主夫 0.6 1.9 0.4 1.8
























20-50代 60-70代 20-50代 60-70代 20-50代 60-70代
 そう思う 6.9 16.2 7.2 17.0 3.0 4.8
 ややそう思う 3.4 4.5 3.3 4.9 10.3 15.5
 どちらともいえない 0.9 1.4 0.7 1.1 65.2 47.5
 あまりそう思わない 1.1 0.8 0.9 1.0 10.5 17.3
























専門職 非専門職 専門職 非専門職
正規 1.8 1.5 1.8 1.3
非正規 1.6 1.0 1.4 0.8
自営・自由 3.4 2.0 2.8 2.0
表12-3　雇用形態×職業と運動参加 (%)
反原発デモ 反安保デモ
共産党 社民党 支持なし 共産党 社民党 支持なし
 そう思う 18.8 26.3 3.8 21.2 25.0 3.4
 ややそう思う 9.0 18.6 2.0 9.6 19.6 2.0





























中道・右派 無所属 0.5 0.4
ボランティア・まちづくり 2.1 1.9
政党・労組・環境 2.0 1.6














































































































反原発デモ参加者 32.5 16.3 27.1 24.0 1,165




















 第 1 に、どちらのデモにも 6 回以上参加している人たちは高齢男
性が非常に多い。また、以前からデモに頻繁に参加していた人が多い
ことがわかる。 
 第 2 に、反・脱原発デモのみ 6 回以上参加している、つまり、反・
ヘヴィー（両方） ヘヴィー（脱原発） ヘヴィー（反安保） ライト 不参加
男性比率 74.6% 64.9% 59.3% 63.9% 52.8%
高齢比率 50.0% 29.7% 33.3% 30.6% 19.2%
大卒比率 78.7% 70.3% 77.8% 78.2% 71.9%
自営・自由業比率 15.6% 27.0% 3.7% 12.4% 7.2%
専門職比率 23.8% 32.4% 18.5% 25.8% 17.9%
震災以前デモ参加
6回以上
73.8% 43.2% 22.2% 10.0% 0.4%











































and Matsutani 2018; Sato and Nagayoshi 2018）31、知見をまとめるのは
これからの課題であり、本稿では暫定的な見通しだけ示しておく。 
 まず、運動の担い手についていえば、特定の階層を基盤とする性格
                                                             
30 貴重な例外として平林（2013）、町村・佐藤（2016）がある。雑誌特
集としては、『現代思想 総特集・安保法案を問う』2015 年 10 月臨時
増刊号、『世界 特集・2015 年安保から 2016 年総選挙へ』2016 年 4 月
増刊号、『Journalism 特集・若者はこの国の政治を変えられるか？』2015
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